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数理推論研究室 
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教員研究室：MK514, 学生研究室MK408 
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Ø まず、私自身の研究の話をしておきます。私の専門は理論統計学。「数理推論」と銘打つくらいで、統
計的推論・統計的学習の数理的研究が本業。この点はデータサイエンス系の他の研究室（の先生方の専
門分野）との顕著な違いと思う。 

Ø 数理の研究に興味がある人、憧れがある人、数理のアカデミックの世界を覗いてみたい人は歓迎！ 
Ø 今は第 3次 AI ブームとかビッグデータ時代とか呼ばれていて、BI のような技術革新をもたらしたけれ

ど、この「ブーム」はそう遠くない将来に終わると考えている人はたくさんいて、私もその一人である。
過去の AI ブームもその時代の技術的な期待に応えられずに終わっていったけれど、その後の冬の時代
に理論研究が歩みを止めずに数々のブレイクスルーを起こした末に「ブーム」は再燃した。つまり、今
このタイミングで、次の時代に向けて数理を学ぶことには意義があるのではないだろうか。 

Ø R や Python などで最先端の分析手法を使いことなすことだけで満足をせずに、「その次のコアは何だ
ろうか？」ということまで視野に入れて、分析手法の理論的背景を突き詰めて、さらには自分オリジナ
ルの分析手法をも追求してみる、なんていう研究スタイルはどうでしょう？ 

Ø 大学院進学希望の人は特に歓迎！！  
 

理論研究のキーワード：グラフィカルモデル、統計的因果推論(CI)、計算代数統計学、有限標本（高次元小標本データ）
の推定・検定理論、計算機統計学、コピュラ、特異モデルの統計的推測、部分識別法、計量経済分析�
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Ø 卒業研究はデータサイエンスに関わる常識的なことであればテーマは問わない。 
Ø 応用分野としては経済・経営などの調査観察データの分析（マーケティングなど）に興味あり。 
Ø マーケティングデータやスポーツデータに関するデータ分析コンテストに参加したい人にも積極的な

支援をします。 
Ø 数理に興味がある人は別途相談に乗ります。 
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² マーケティング戦略の有効性の定量的な評価 
² 消費者行動の分析とマーケティング戦略の最適化 
² ファイナンスデータを用いたリスクアセスメント分析 
² 計量経済分析を用いた政策評価  
² 野球の打順の最適性 
² サッカーの戦術の定量的評価など 
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１１月～３月 卒業研究のためのブレインストーミング・個人面談 ～ テーマ決め 

４月～６月 予備分析と研究計画の策定・週 1回の経過報告、研究計画書第 1稿（6月末） 

７月 研究計画書の作成 ～ 提出 
夏休み中 研究計画書にしたがって各自で研究をすすめる 

８月後半～９月 中間報告会（ゼミ合宿）・中間論文提出（６０００字） 

１０月～１１月 卒業研究と週１回の経過報告～卒業論文執筆 

１１月中旬～ 卒業論文研究室内締め切り ～ 添削 ～ 推敲 
１２月 卒論の仕上げと提出・ポスター発表会のアブストラクト作成 

１月 発表練習・ポスター作成～試問会・ポスター発表会 
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Ø 不真面目な人、やる気のない人、だらしない人、これまでサボってきた人には絶対に不向きなので、
何も考えずに志望を出すことだけは避けてもらいたい。 

Ø 研究室に来ないで家でやればいいという人、他人（先輩・後輩も含む）と関わりをもつのが面倒くさ
いという人はここの研究室のやり方に適合できない可能性があります。 

Ø 研究室の構成員として研究室における自分の役割を見出そうとしない人にも不向きと思います。 
Ø データサイエンス入門・基礎・定量的データ分析・演習を履修は最低条件と考えてください。履修で

きていないものは招かれざる客ということになります。 
Ø パッションが高く、不器用でも一生懸命頑張るタイプの人の参入を強く希望します。 
Ø 指導はかなり厳しい方と思うが、頑張る人の指導には手を抜かない。 
Ø 逆に、一度背を向けたら二度と振り向かないタイプです。 
Ø どうせ書くなら大変でも良い論文を書きたいという野心を持つ人のみが集ってほしいです。 
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l 研究活動はうんざりするほど平坦でない道のりだけれど、大学生活の最後の祭だ、と言ったくらいの
ノリで、みんなで仲良く楽しみながらよい成果を目指そう！ 

l 研究室のみんなが楽しい気分で研究活動に打ち込むための環境づくりに力を入れています。 
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統計科学研究室の紹介
宿久 洋

*統計科学研究室公式ホームページ https://www.cis.doshisha.ac.jp/stat/lab/

1 はじめに
統計科学研究室*ではデータ解析の実践的研究お
よび理論・方法論研究に取り組んでいます． 実践
的研究はスポーツ，金融．マーケティング，地方
自治体のデータ解析を中心に，幅広い分野を分析
対象としていることが特徴です． 理論的研究とし
ては主に多変量解析や統計的推測に関する研究を
行っています．

1.1 研究テーマ
研究室メンバーは主に以下4つのデータ解析に関
する研究に取り組んでいます．理論研究に取り組
んでいる者はその限りではありません．

• 実践的研究
① スポーツデータ解析に関する研究
スポーツデータ解析コンペティションへの出場
を通し，主に野球・サッカー・バスケットボー
ル・ラグビーデータの解析を行っています．

② 金融データ解析に関する研究
Bloomberg投資コンテストへの出場を通し，
Bloomberg端末から取得できる株価データ並びに
企業財務情報を用いて解析を行っています．

③ マーケティングデータ解析に関する研究
株式会社野村総合研究所マーケティング分析コ
ンテストやデータ解析コンペティションへの出場
を通し，主にアンケートデータや購買データを用
いた解析を行っています．

④ 地方自治体のデータ解析に関する研究
地方自治体の持つデータの解析や，地方創生に
関するオープンデータの解析を行っています．

• 理論・方法論研究
理論・方法論研究に取り組む者は各自，興味のあ
るテーマを選び，既存手法の数理的な特徴づけ，
新たな解析手法の提案などを行います．

Keywords：データ分析，統計科学，専門職就職，大学院進学，データサイエンス，ビッグデー
タ，スポーツ，ファイナンス，マーケティング，共同研究，理論研究，コンペティション

過去の卒業研究
• 投手が打者を打ち取るために効果的な最終投球に関する研究
• サッカーの試合における戦況変化点のリアルタイム抽出とその要因の考察
• 変化点を考慮した株価予測モデルの構築
• 株価予測モデルを用いた新たな金融商品運用法の提案と検証
• 証券業界における口座開設数増加に向けた広告出稿戦略の提案
• 項目反応理論を用いたノンアルコールビールの市場分析
• ファッション業界における需要予測モデルの構築
• ビジネスホテルとシティホテルにおける宿泊者の特徴比較分析
• 分類精度と再構成誤差による連続潜在変数を用いた次元縮約法の比較
• ベイズセミパラメトリック加速故障時間モデルに基づく時間依存性ROC曲線について

1.2 ジョイント・リサーチについて
ジョイントリサーチは，ビッグデータの実践的
な処理・解析法の習得を目指し，宿久・波多野・
深川先生の研究室のメンバーと共同で行います．
春学期ではデータベース学会主催のDBSJ Data 
Challenge，秋学期では経営科学系研究部会連合協
議会主催データ解析コンペティションに出場し，
施策立案を通してビッグデータの分析を経験しま
す．過去にはポンパレモールの商品情報・関東圏
のテレビ視聴履歴・LIFULL HOMEの不動産・ヘ
アサロンチェーン店のID-POSデータを扱いました．

1.3 配属からのスケジュール
研究室に配属が決まると，週1回の勉強会と9月
に開催されるゼミ合宿に参加することになります．
3回生では線形代数，微積分，集合論，数理統計学，
R，Pythonゼミに参加することができます．さら
に，ジョイント・リサーチの経験を生かして，マ
クロミル主催のデータ分析に基づいたマーケティ
ング戦略立案コンテストや，Bloomberg主催の投
資コンテスト，日本統計学会主催のスポーツデー
タ解析コンペティションにも挑戦することができ
ます．これらを通し，自身の興味のあるテーマに
ついて卒業論文に取り組みます．

Omnes artes, quae ad humanitatem pertinent, habent quoddam commune vinculum. Marcus Tullius Cicero



2 研究室出身者の進路
2.1 内定先
統計科学研究室の魅力の一つにOBOGの存在が
あります．ゼミ合宿には各業界で活躍するOBOG
が参加し，研究などに対してアドバイスをもらえ
ます．

2.2 進学先
大学院に進学する学生もいます．大学院に進学
するには，早期からの準備が大切です．

2.3 アカデミアで活躍するOB・OG

3 過去の実績
研究室メンバーは参加したコンペティションや
学会で次のような成果を残しています．

3.1 コンペティション受賞実績
• 経済産業省・IoT推進ラボ 主催「The 2nd BIG 
DATA ANALYSIS CONTEST」 売上予測部門
最高予測精度賞

• 文部科学省委託事業「データサイエンティスト
育成ネットワークの形成」データ分析ハッカソ
ン 最優秀賞

• 第8回スポーツデータ解析コンペティション ポ
スター発表 最優秀賞

• 第3回スポーツアナリティクス甲子園 最優秀賞
• 株式会社野村総合研究所マーケティング分析コ
ンテスト2015 First Prize(優秀賞)

• データ解析コンペティション最終報告会スキャ
ンパネル課題フリー学生部門最優秀賞

3.2 学会受賞実績
• 日本分類学会 優秀学生発表賞
• 日本計算機統計学会 学生研究発表賞
• IASC-ARS 2017 Best Student Paper Award
• Best Paper Award: ERS IASC Young 
Researchers Award受賞

4 現在進行中の研究
現在，以下のコンペティションと共同研究が進
行しています．

4.1 コンペティション
• Bloomberg investment contest 2019
(株価データ並びに企業財務情報)

• 2019年度 DBSJ Data Challenge
(LIFULL HOMEの不動産データ)

• 第７回 SASミクロデータ分析コンテスト
(地方自治体のオープンデータ)

4.2 共同研究(学内・学外)
• 脳データを用いたワーキングメモリ課題におけ
る研究(生命医科学部)

• GPSデータを利用したラグビー選手の走能力評
価(スポーツ健康科学部)

• ファッションブランドの購買データを用いた需
要予測の研究(ソウシンク株式会社)

• 加古川市の公用車データを用いた道路のひび割
れ検知の研究(総務省統計局統計データ利活用セ
ンター)

• 社会課題解決に向けたアナリティクスの活用に
関する研究(SAS institute Japan)

• 文章校正システム開発に関する研究(株式会社大
和総研)[予定]

• 位置情報データ解析に関する研究(株式会社
Agoop)[予定]

• 回答時間データ付きアンケートデータに関する
研究(株式会社日経リサーチ)[予定]

5 持っていると好ましい知識
• 記述統計，推測統計，多変量データ解析法
• 教養レベルの線形代数，微分積分学
• 簡単なプログラミング(RやPythonなど)

6 さいごに
宿研は就活や研究など，やる気がある学生であ
れば誰でも歓迎しています．文理の割合は毎年
半々ぐらいなので，文系の方も心配しないでくだ
さい．データ分析・研究をする上でわからないこ
と，理解できないことが沢山出てくるかと思いま
す．宿研はその都度，同期や先輩と協力して研究
を進めていくことができます．全員で協力してい
るので．多くのメンバーはバイトや就職活動に対
してうまく折り合いをつけることもできています．
この資料以外で知りたいことがある人は，ミス
マッチが起こらないように面接を行っていますの
で，MK503まで見学に来てください．

宿研メンバーの声
• 先生との距離が近く，美味しいお店にご飯に連
れて行ってもらえるのが嬉しいです！

• 優秀な大学院生が1人メンターとして付いても
らえるので卒論を書く上で心強いです．一緒に
卒業旅行に行くほど仲良くなれました！

• 就活に思いっきり時間が使えました！
• やる気があれば誰でも卒業できるはず！
• 企業との共同研究で実データを触ることができ
るのは貴重な体験だと思います！

• データサイエンス系の情報にアンテナを張って
おこう！

過去の内定先一部抜粋
Accenture，TIS，NTT西日本，NTTデータ，
NTTドコモ，インテージ，キヤノン，サイバー
エージェント，ソフトバンク，大和総研，日本
IBM ，日経リサーチ，野村総合研究所，博報堂
プロダクツ，ビデオリサーチ，フューチャー
アーキテクト，日立製作所，富士通，ブレイン
パッド，ビデオリサーチ，マクロミル，ヤフー，
リクルート

過去の進学先
同志社大学 大学院 文化情報学研究科
東京大学 大学院 新領域創成科学研究科
京都大学 大学院 医学研究科
京都大学 大学院 情報学研究科
京都大学 大学院 経営管理大学院
東京工業大学 大学院 社会理工学研究科
大阪大学 大学院 基礎工学研究科

連絡先：宿久洋 hyadohis@mail.doshisha.ac.jp 研究室： MK503

片山翔太 (慶應義塾大学 准教授)
寺田吉壱 (大阪大学 助教)
谷岡健資 (和歌山県立医科大学 講師)
山下陽司 (鹿児島純心女子大学 助教)
阿部寛康 (京都大学 助教)
土田潤 (東京理科大学 助教)
髙岸茉莉子(大阪大学 特任研究員)
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あ〤ɼ〝〈〝えਂ。۷〿Լ〆〛。〕《⿶ɽཧղ「〔ʮ〙〷〿ʯ〤ݥة〜『ɽ

• ຯڵ⿶ର〭〣ਂڀݚ
• ࢟〶ٻ」ඞཁ〟ࣝぇ୳〠ߦ〣ڀݚ
• ଔڀݚۀ〠ਅ〠औ〿〵࣮《
• ৗੜ׆ぇָ「〶લ࢟〟　

৽じ゙ずゔわ〠〟〿ɼ〙ɼଐਓ૿⿺〛⿶〈〝〷⿴〿ɼޙࠓ〣ࣨڀݚӡӦମ੍〤େ　。มい
〷「ぁ〳【えɽ〒⿸〜⿴〘〛〷ɼਅڀݚ〠ぇ「〛⿶ਓぇྗ〣ݶ〿Ԡԉ「〳『ɽ

5 ໘
• ゐが゚〜ぎれぐアぷ (9 ݄தぇਪ) ぇ〝〘〔⿸⿺〜ࣨڀݚ๚〹ڭһ໘ஊ〠ࢀՃ「〛。〕《⿶ɽ
• 〠࣌ɽ〳〔ɼ՝〠〙⿶〛〷໘ஊ⿶》〔。〚」ࢀ࣋һぢアのぜぷʢ໘ஊʣඞਢ〜『ɽදɾ՝ぇڭ
֬ೝ「〳『〣〜४උぇ「〛⿶〛。〕《⿶ɽ

• گର『ҙཉɼ४උঢ়〠ڀݚۀೝ『՝〣༰ɿʮଔ֬〠࣌һぢアのぜぷڭ (〈ぁ〳〜〠ֶश「〔〈〝)ɼ
ըܭ〣ޙࠓ (〈ぁ〾ֶश「〔⿶〈〝)ɼۙ࠷「〛⿶ٕज़ɾぺゔがとɼಡえ〕ຊ〟〞〠〙⿶〛ߟ⿺ぇ
〳〝〶ʯ

ு「ա、〛ࣗぇۓ⿺⿶〳『ɽ〝〤」ࢹॏཁ〟〈〝〤ろひばアそ〜『ɽ໘ஊ〜〣ड々⿺ぇॏ〷࠷ɼ〠ޙ࠷
ग़【〟⿶〣〷ࠔ〿〳『ɽࣗ৴ぇ࣋〘〛⿴〟〔〣〈〝ぇे〠આ໌「〛。〕《⿶ɽ


